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穏やかで変わったことがないような、落ち着い

た状態

☆卒業証書授与式☆彡

来週の月曜日は、３年生の卒業証書授与式 です。例年なら多くの御来賓の方々や保護者

の皆様にお越しいただき、卒業生の皆さんの門出をお祝いをする日です。しかし、今年もコ

ロナ禍ということで、御来賓の御臨席は御遠慮いただき、保護者の皆様には一家族一名と限

定させていただくというお願いをしました。在校生もクラス代表などの形で参列をお願いす

るところですが、今年も送辞の生徒会長のみとしました。さらに卒業生諸君の表彰等につい

ても呼名のみ、私の式辞も短縮版とし、密を避けたうえで時間も短縮という形としました。

このように式の形は本来のものとは異なりますが、卒業生の皆さんにとってとても大切な

日であることに代わりはありません。「卒業証書授与式」の一日は一生に一度のものであり

3年間の高校生活、そして教育活動の集大成なのです。私たち教職員は心を込めて卒業生の

皆さんを送りたいと思います。在校生の皆さんも、自宅学習日となっていますが、「特別な

日」と捉え心穏やかに先輩へ思いを馳せてほしいと思います。

♠卒業生の門出に ～挨拶のできる人に～ ♠

式の当日に「式辞」としてはなむけの言葉を贈りますが、ちょっと難しい話ですので、こ

の紙面では少し柔らかなメッセージを記したいと思います。

表題にも書きましたが、「挨拶ができる」ということは世の中のを渡っていくうえでとて

も大切なことです。こんなことは今まで耳にたこができるほど聞いてきたと思いますが・・

しかし、私がここで言いたいのは「ふたこと挨拶」です。それは、「おはようございます」

や「こんにちは」という普通の挨拶のあとに、「今日は良いお天気ですね」や「いつまでも

冷えますね」などと、次の一言を加えるということです。もしくは、「言葉」ではなく、軽

い会釈や微笑みでも良いと思います。こういった挨拶ができるようになることで、おそらく

世界が変わります。それは人と心が通うようになるからです。つまり、交わした挨拶が「そ

の場だけの儀礼的なもの」ではなく「次のチャンスにつながる、或いは広がるもの」となる

からです。そして何よりそういったことを心がけるようになる自分自身に「心力」がにつく

からです。

どうぞ皆さん、卒業を機に「ふたこと挨拶」を始めてみてください。
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１年生の「総合的な探求の時間」の取組として「SDGｓ」

についてまとめてくれました。皆さんの下足箱スペース

に掲示中です。是非じっくり観てください。

写真は一部を掲載しています。

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=https://publicdomainq.net/images/201909/13s/publicdomainq-0038246dvz.jpg&imgrefurl=https://publicdomainq.net/log-child-girl-0038246/&tbnid=_LW28yvCxpemEM&vet=12ahUKEwjo-oXI8uvoAhWDzYsBHSuBBnsQMyhaegUIARDZAQ..i&docid=bvW8oKMZbU8dAM&w=900&h=356&q=%E4%B8%B8%E5%A4%AA%E3%83%95%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%83%A0%20%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&ved=2ahUKEwjo-oXI8uvoAhWDzYsBHSuBBnsQMyhaegUIARDZAQ

